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2 0 2 6 年 ( 令 和 8 年 )  6 月 1 1 日 ( 木 ) 晴  第 2 8 7 4 回 ( 当 年 度 第 3 4 回 ) 例 会 

            
点 鐘 会長 沢田 昌久君 
司 会 SAA 川崎 良一君 
ロータリーソング斉唱 「我らの生業」 
四つのテスト斉唱 杉浦 賢二君 

― 言行はこれに照らしてから ― 
1.真実かどうか 
2.みんなに公平か 
3.好意と友情を深めるか 
4.みんなのためになるかどうか 

 
 

会長挨拶 会長 沢田 昌久君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こんにちは。 
いよいよ会長挨拶も、残すところ3回になりました。 
この頃になると、話すことも無くなり限られた期間
で、何を話そうかと悩みます。 
 ロータリークラブ戦略委員会の話でもしようか
とも思いましたが、クラブ計画書の内容に対して、
ほとんど実現・達成ができていない項目ばかりです
ので、この話は次年度会長にバトンを渡そうかと思
います。 
 そこで、今日は視覚障害のお話をしようと思いま
す。高齢になると、目にも経年変化が現れます。高
齢者の代表的な4大疾患があります。それぞれの疾
患には、それぞれの症状や進行の仕方に大きな違い
があるようです。 
まず、その1、白内障 これは目の水晶体が加齢とと
もに白く濁る病気です。この中にも、手術をされた

方がおられると思います。 
その2、緑内障 これは眼圧(目の硬さ)などが原因で、
目から脳へ送る視神経がダメージを受けて、視野が
少しずつ欠けていく病気です。日本人の失明原因の
第一位となっています。 
その3 加齢黄斑変性 これは物を見る中心部である
「黄斑」という組織が、ダメージを受ける病気で外
国人に多いとされています。 
 食生活の欧米化によって高齢とともに急増して
います。 
最後の4は、糖尿病網膜症です。病名に糖尿病とある
通り、糖尿病の合併症として起こる目の病気です。
目の奥にある血管が、血液中の糖分によって傷がつ
き出血や網膜剥離を起こします。 
もしこうした病気によって目が見えなくなったと
したら、どうしますか。残るは耳や手の触感。高齢
になれば、目がみえなくなっても、認知機能は残っ
ているので、いくぶんまだ救われますが、認知機能
が阻害されれば、一気に重度の障碍者にもなりえま
す。 
最近は、科学の発達から、耳も骨伝導で聞いて理解
することができるようになりました。また娯楽に耳
で読書をする、スマホで本の内容を音声で聞くこと
ができるようにもなりました。目の視覚も、脳にIC
チップを埋め込むことによって、メガネにつけたカ
メラの映像を確認することができるようにもなり
ました。この技術で、暗闇の中でも光の方向がわか
るという優れものです。最近は障害物を避けて歩け
る、大きな文字が判別できるというレベルまで来て
いるそうです。 
私の視力は、両眼ともに1.2ではありますが、しっか
り老眼です。 
 私の心臓も、いつかは弱るでしょうが、長生きす
れば、そのうち優秀な人工心臓もきっと発明される
だろうから、そんな心配はいらないよという術後の
先生のお話でした。 
 
幹事報告 -別紙- 幹事 尾関 育良君 
 
 
祝   福 委員長 田岡 剛君 
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出席報告 委員 菊 貴世君 
 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

56名 42名 14名 79.24% 

 
 
ニコボックス 委員 菊 貴世君 
 
○本日の卓話は、｢一年を振り返って｣ということで、
5常任委員会の委員長、片平博己君、岩田静夫君、田
中健君、永田広光君、北畑祐二君 宜しくお願いいた
します。 
沢田 昌久、中村 耕司、尾関 育良、佐藤 弘夫 各君 
 
○本日、クラブ管理運営常任委員会｢一年を振り返
って｣スピーチをさせていただきます。 

片平 博己君 
○本日の卓話、 
すでに緊張しています。 

北畑 祐二君 
 
○6/11(木)一年を振り返って 5常任委員会 
片平博己君、岩田静夫君、田中健君、永田広光君、
北畑祐二君 
よろしくお願い致します! 
松岡 一成、古田 嘉且、富永 典夫、杉浦 賢二、 
岩田 静夫、長瀬 晴義、南村 朋幸、富田 清孝、 
永田 広光、濱島 聡一朗、岩田 進市、近藤 道麿、 
三輪 慎一郎 

各君 
 
 
 
卓話 ｢一年を振り返って｣ 
 

 クラブ管理運営常任委員長 片平博己君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本年度、皆様方のご協力のもとクラブ管理常任委員
長を務めさせていただきました。ありがとうござい
ました。 
また、所掌委員会である例会運営委員会の山﨑委員
長、親睦活動委員会の田岡委員長をはじめとする委
員の皆さん、一年間大変ご苦労様でした。 
例会運営委員会では皆さんご承知の通り、毎回こま
めに出席確認や座席の配置調整をしていただきま
した。この地道な活動こそがフードロスの減少、会
員同士の交流、例会の落ち着きをもたらすベースに
なりました。また、委員会メンバーにとっては、い

つも当たり前のように聞く、出席・ニコBOXの発表
についても、実際に担当してみてその意義や効果に
ついての理解、発表の方法等気づきも多かったので
はないかと思います。親睦活動委員会では、毎例会
ごとの祝福を丁寧にしていただきました。また、親
睦家族会では会長肝いりの行先で、かつ佐藤副幹事
のネットワークを活かした旅行となり、田岡委員長
には旅行会社の添乗員、ガイドに匹敵するような活
躍をしていただきました。個人的にこれまで2回、出
雲・松江地方に行っていますが、今回の旅行が一番
内容が濃く、おもてなしの気遣いが伝わりました。
年忘れ家族会でも、和やかで楽しい時間を過ごせる
よう配慮していただきました。例会プログラムにつ
きましては、通常例会の他、STS例会、夜間例会、
曼陀羅寺例会などそれぞれの目的に沿った趣向を
凝らした例会も行なってきました。 
大きなトラブルもなく役目を果たしてきたわけで
すが、今後の課題についても触れたいと思います。 
まず、プログラム委員会の役割が明確でないこと。
例会プログラムについてはほぼ四役で決めており、
プログラム委員長としては、卓話の依頼者として名
前が記載されているだけです。例会プログラム計画
の場にプログラム委員を同席させるか、あるいはプ
ログラム委員会自体の必要性を考えてみても良い
かもしれません。親睦家族会の企画も難しいです。
予算に見合う参加人数が集まる企画とは何か。会長
の思いを踏まえつつ委員会でも段取りだけでなく、
企画について議論できる機会を作ることができれ
ばと思います。例会運営についても例年通りの例会
運営で良いのか、付け加えるもの削るものはないか、
また、出欠についてより委員会の負担を減らす方法
はないか等、つねにアンテナ張って意見を聞いてい
くようにしていければと思います。 
昨年、60周年を終え新たなフェーズに入りました。
メンバーにとってさらに居心地がよく、価値ある例
会にしていくため今後とも一緒に知恵を絞ってい
きましょう。 
 

会員増強常任委員長 岩田静夫君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本年度会員増強委員長を務めさせていただきまし
た岩田静夫です。副委員長として堀尾庄一君、委員
会メンバーとして伊藤靖祐君、成田志穂君で活動を
してまいりました。 
本年度につきましては、川口円香君、菊貴世君、大
脇伸二君に入会をして頂くことが出来ました。特に
川口円香君につきましては、入会早々から仮の会員
増強委員会配属のように増強活動に参加いただき
誠にありがとうございました。 
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今年度は事業計画要項に掲げさせて頂いたメーク
アップ等の他クラブ同行訪問を2回行いました。1回
目は令和7年11月12日に一宮中央RC(夜間例会)に
中村耕司副会長を始め古田政一君、成田志穂君、田
中弘一郎君と私を含め5名、2回目は令和8年4月2日
に親クラブであります一宮RCへ沢田昌久会長始め
中村耕司副会長、尾関育良幹事、近藤道麿会長エレ
クト、川崎良一SAA、伊藤かね子君、菊貴世君と私
を含め8名で参加してまいりました。新会員の菊君
を筆頭に初めて他クラブへの参加をされたメンバ
ーにおいてはセレモニーを始め会場の雰囲気等多
くの事を学んだと思います。メークアップにつきま
しては中村耕司副会長にはメークアップのために
各クラブへの折衝をして頂きました。ありがとうご
ざいました。 
今年度は前年が60周年でしたので前年の増強委員
長の山﨑委員長が8名増強されましたのでリストア
ップも困難を極めましたが令和7年10月15日には
森弘好君と杉浦賢二君に紹介を頂き大口町の某工
業様へ一緒に同行していただき増強活動していた
だきました。結果としては残念な結果でしたが、こ
の場をお借りしてお礼申し上げます。ありがとうご
ざいました。 
最後になりますが、会員選考委員会委員長の森弘好
君、副委員長の倉知正憲君、委員会メンバーの庄田
元久君におかれましては丁寧かつ慎重な選考を頂
きました。 
感謝いたします。ありがとうございました。 
 
 

公共イメージ向上常任委員長 田中 健君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆様、こんにちは。本年度公共イメージ向上常任委
員長の田中健です。 
副委員長には、岩田進市さん、R情報・IT委員会委員
の猪子さん、曽根さん、会報委員長の野々垣さん、
委員の木本さん、伊藤由香さん、青山さん、川口さ
ん、本年一年間、多大なるご協力をいただき誠にあ
りがとうございました。 
まずは、R情報・IT委員会の振り返りについてです
が、 
①WEBサイトの更新につきましては、会報やセクレ
タリーの掲載、新着情報の掲載、グーグルカレンダ
ーと連携したスケジュール登録を行いました。 
②マイロータリーの100%登録については、完全実
施しております。 
③新会員歓迎会については、6/4名鉄グランドホテ
ル内 北京宮廷料理「涵梅舫」にて、新会員の川口円
香さん、菊貴世さん、大脇伸二さん、それぞれのご
家族の方をお迎えし、推薦者、四役、R情報・IT委員

会、会員増強委員長を合わせ、総勢18名にてささや
かではございますが開催致しました。 
④新会員を対象とするミーティング(ロータリー勉
強会)については、6/15(月)午前10時より開催しま
すが、ここでは、マイロータリー ラーニングコーナ
ーにあるEラーニングを全員で受講し学んでいきた
いと思っております。 
会報委員会につきましては、私から何も言うことも
ないくらいスムーズな会報作成等をしていただき
ました。野々垣委員長を中心に効率化やバックグラ
ンドの整備もしていただき、本当に感謝でいっぱい
です。 
最後になりますが、次年度への課題として、SNS運
用に手が付けられなかったことです。 
WEBサイトも含めSNSの活用については、何を目的
にするか明確にし、継続的に実施する必要性がある
ため、次年度公共イメージ向上常任委員長である野
々垣さんと次年度副幹事である私とで、次年度中に
運用方針等を定め実施していきたいと思っており
ます。 
本年一年間、本当にありがとうございました。 
 

ロータリー財団常任委員長 永田広光君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロータリー財団常任委員長として1年間お世話にな
りました。 
1年の主な活動としましては、10月9日にホテルス
ルク・トゥリー名古屋で行われた「11月ロータリー
財団月間卓話を行うための勉強会」に参加しました。
本年より、11月の財団月間には、各クラブ内のメン
バーで卓話ができるようにしていこうという財団
の方針のもと3回開催されました。 
勉強会の内容で、「地区補助金」の件がございました。
本来、地区補助金申請は財団担当が行うものなのか
と理解しました。しかしながら申請が2月～3月と年
度の始まる4～5月前の申請になるため当クラブで
は毎年執行部にて申請を行っているのが現状です
が、申請時期を考えると財団委員会で担当するのは
難しいのかなと感じました。 
次年度の財団担当の卓話に関して、おそらく担当の
静夫さんが卓話をされると思いますので楽しみに
しています。 
 
クラブ計画書の委員長所信に活動目標として、ロー
タリー会員が、人々の健康状態を改善し、質の高い
教育を提供し、環境保護に取り組み、貧困を無くす
ことを通じて、世界理解、親善、平和を達成できる
ようにする事です。 
と、大変大きなことを所信に書かせていただきまし
たが、グローバルかつ壮大すぎて特に取り組みもで
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きず申し訳なく感じております。 
計画要綱にかかげました、年次基金一人$150、ポリ
オプラス基金一人$30 の寄付目標はクリアしてお
りますが、その他のベネファクター1名、ポール・ハ
リス・ソサエティ1名以上、ポリオプラス・ソサエテ
ィ 会員の5%以上の認証には至りませんでした。 
財団常任委員会のクラブフォーラムとしは米山奨
学生のニーさんの卓話でしたが、米山奨学委員会の
杦本委員長にお世話になりありがとうございまし
た。 
最後に、ロータリーカードの会員普及と卓上募金は
もう少しPRに努めればよかったかなと感じており
ます。おわびではございませんが、私、本日ロータ
リーカードの申し込みをいたします。 
可能であれば、これからでもかまいませので 
皆様もロータリーカード作成をぜひ1枚お願いしま
す。 
以上私からの、1年を振り返ってとさせていただき
ます。ありがとうございました。 
 

奉仕プロジェクト常任委員長 北畑祐二君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年度は、奉仕プロジェクト常任委員長と職業奉仕
委員長という二つの大役をいただきました、北畑祐
二です。 
拝命した当初は、「これで私もそろそろクラブの中
堅どころかな」と勘違いしておりましたが、まだま
だ普通の委員長かなと思っております。 
奉仕プロジェクト常任委員会は4つの委員会で構成
されております。 
①社会奉仕委員会では波多野委員長に｢木曽川左岸
流域清掃活動クリーンアップキャンペーン｣への参
加。 
ニュートンのりんごの木のメンテナンスを担当し
ていただきました。 
②国際奉仕委員会では早川委員長に「江南市国際交
流フェスティバル」への参加で書道体験を担当して
いただきました。 
③青少年委員会では林委員長に｢補助金事業(積み木
のワークショップ)｣とクラブフォーラムでは国際ロ
ータリー第2760地区 学友委員会委員長 大橋 均
様に活動報告の卓話を担当していただきました。 
特に補助金事業では補助金の申請から事業の企画、
募集、開催と全てを一人で行っていただき本当に助
かりました。 
また、当日はメンバーの皆様にも参加して各ポジシ
ョンでの参画をしていただき本当にありがとうご
ざいました。 
④私が担当しました職業奉仕委員会では職場訪問
で高木煙火様の花火工場の見学を企画させていた
だきました。当日はまさかの雪で大変寒い中、屋外

での見学となりましたが初めて見た花火工場を楽
しんでいただけたように思いました。 
私個人的には今年度はじめに体の不調によりいき
なりの欠席となりました。しばらくは眼科と耳鼻科
と歯科に通う日々が続き3委員会の委員長方には何
一つお力になれず大変ご迷惑をおかけしました。 
それでもそれぞれの委員長方にはしっかりと担当
事業をこなしていただき1年を終える事が出来まし
た。 
今年度、メンバーの皆様にはご指導、ご協力を頂き
誠にありがとうございました。 
 

点 鐘 会長 沢田 昌久君 
 
本日の食事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6月11日(木)エギアザリャン カリネさん歓迎会 

於:ラ・カーサ江南店 
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6月13日～17日 ロータリー国際大会 

於:台北(台湾) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6月15日(月) 新会員対象ミーティング 

於:㈱石井不動産 会議室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会報掲示板 
 
 
 
 
 
 

(担当: 委員 青山 英明) 

My ROTARY 

※ログインしてご覧くださ

い。 


